
令和 3 年度

【事業所概要（事業所記入）】

※事業所の基本情報は、公表センターページで閲覧してください。（↓このURLをクリック） 

【評価機関概要（評価機関記入）】

○ ○

○

○

○ ○

○
○

○ ○

○

○

○

　（別紙４）

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

グループホーム独自の理念に基づき、笑顔での支援に力を入れており、職員と利用者の間で笑顔のキャッチボール
ができている。施設長、管理者が長期的な視野で積極的に地域との交流関係を築いてきたため、利用者は住み慣
れた地で、地域住民と顔の見える豊かな交流が続いている。看取りに関する指針はないが、近隣の医療機関と細や
かな連携が取れており、事業所としては、利用者それぞれの個別のケースに応じて自然な形で終末期や看取りの支
援を行いたいと考えている。現在かかりつけ医への受診支援等はケアマネージャーが窓口となって行っており、家族
とも頻繁に連絡を取りながら、利用者の日々の健康に気を配っている。コロナ禍であっても、事業所として一律に家
族との交流などを禁止にするのではなく、状況を見極め、慎重に話し合いをすすめながら丁寧に対処している。事
業所建物の中心に明るくて広いホールがあり、併設の小規模多機能型居宅介護事業所と共用していて、通常は
パーティションを開け放して利用者全員で食事をしたりして、にぎやかに過ごしている。両事業所の職員が日中同じ
ホール内にいることから、利用者に目が行き届きやすい。

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

59

2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

4. ほとんどいない

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが

68
職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての利用者が
職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が

66

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

4. ほとんどいない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

評価機関名

自己評価作成日

https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/09/index.php

評価結果市町村受理日令和3年１１月２８日 令和4年3月4日

1  自己評価及び外部評価結果

0991000043

法人名 有限会社ワイズプランニング

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 こころ黒羽は、八溝山系の豊かな自然に囲まれ、江戸時代には松尾芭蕉が奥の細道の旅中14日間も
の間滞在し、多くの句を残し「芭蕉の里」として有名な黒羽のちに平成18年6月に開設。依頼地域の多
くの方々に支えられ、15年目を迎えることができました。現在、コロナ過の中地域の方々やボランティア
の方々を招き入れての行事ができませんが、毎月出来るだけ施設内での行事を行えるよう工夫をして
います。今後も地域密着型ｻｰﾋﾞｽ事業所としての具体的な役割を職員ひとり一人が理解し、常に模索
し続け、地域から必要とされる施設を目指し、邁進していく所存であります。

グループホームこころ黒羽事業所名

訪問調査日 令和3年12月17日

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

基本情報リンク先

栃木県大田原市大豆田４６８－４所在地

栃木県那須塩原市松浦町１１８－１８９

特定非営利活動法人アスク

所在地



グループホームこころ黒羽

自己評価および外部評価結果

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

例年ですと、学区内の中学校の職場体験を
受け入れていましたが、コロナの影響で出
来ず、今年は市内の中学校に出向き生徒の
前で講話を行ない、実践的な体験をしてもら
う。

運営推進会議では、運営状況の報告を行っ
ているが、コロナ過の影響で書面での開催
を行なっている。今後の状況に応じては、今
まで通りの開催を考えている。

コロナ禍になってから運営推進会議は書面開催と
なっており、委員には事業所の状況を知らせる書
面を送付しているが、意見などは特に出ていな
い。ほとんどの委員は、併設事業所である小規模
多機能型居宅介護事業所の運営推進会議の委員
も兼ねており、そちらの外部評価でアンケートのや
り取りがあるため、年間を通して事業所全体の運営
にかかわってもらっている。12月に入って、市から
少しずつ集まっても良いと連絡があったが、コロナ
の動向を見極めて判断したいと考えている。

私たちの職場理念
1.その方のことばと思いをしっかり受け止め
ます。
2.笑顔で笑顔を創ります。
3.「わが家はこころ」私たちは家族です。
4.その方のできることと可能性を大切にして
寄り添います。
以上を事業所理念とし、職員たちが入居者
の立場になって考え、みんなの意見をまと
め、職員が理念を理解した上で共有して実
践につなげている。

法人、併設の小規模多機能型居宅介護事業所、
グループホーム独自の３種類の理念があり、曜日
ごとに振り分けて、朝礼時に全員で理念を唱和し
ている。事業所創設時に職員で作り上げた職場理
念について、毎月の定例会で勉強会を行い、異動
してきたり新しく入所した職員も理解を深められる
ように努めている。特に、「笑顔で笑顔を創る」こと
を職員は心掛けていて、利用者が不安な状態に
なった時に、職員が笑顔で話しかけることで利用
者が落ち着きを取り戻す場面が見受けられ、管理
者は理念が日々のケアに活かされていると感じて
いる。

コロナ過の中、なかなか利用者と地域の
方々とのつながりが保てない中、出来るだ
け近所に散歩に出かけたり、地域の図書館
に出かけたりしている。

地域密着型の介護施設として、地域に根差したか
かわりを持ち続けることを施設長と管理者は強く意
識して、様々な方策を継続的に試みている。長期
的視野で若い世代に介護の仕事を伝えるために
地域の中学校へ出向いて出前講座を行ったり、事
業所周辺を利用者と散歩しながら、月に1回ゴミ拾
い活動も継続している。また、自治会長がたまに顔
を出してくれたり、近所の歯科医師が貯めておい
たペットボトルを持参してくれ、リサイクル活動に協
力してくれる関係性も続いている。

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

2 特定非営利活動法人アスク



グループホームこころ黒羽

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的な
行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を含めて
身体拘束をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

契約の締結や解約、及び改定等の際には
利用者や家族等の不安、疑問等を可能な限
り取り除くよう十分な説明を行っている。契
約後であっても不鮮明な部分や未理解の部
分があれば話し合いを繰り返している。解約
時の注意事項は意識的に良く説明するよう
にしている。

管理者や職員は関連研修に積極的に参加
し、高齢者虐待防止関連法について職場内
での勉強会の機会を作っている。心理的虐
待については無意識性が高く、職員が認識
をもち防止できるように指導するとともに、
職員同士でも注意しあえる信頼関係構築を
図っている。

成年後見制度および日常生活支援事業に
ついて、介護事業者及び管理者は正確な知
識を持ち、適切なアドバイスや支援が出来
るよう努力をしている。

日頃より大田原市の担当者とは出来るだけ
数多く、密な連絡を取るように心がけてい
る。市との良好な関係は新しい情報入手の
機会にもなり、施設サービスの向上にも役
に立っている。

市の担当課と地域包括支援センターとは、運営推
進会議の資料等のやり取りの他、日頃から相談し
たりして密に連絡を取る関係性ができている。コロ
ナ禍になり、他の地域で心配な高齢者虐待の事例
があったということで、虐待防止に関する注意喚起
のために市の担当者が先日来所し、注意事項など
の説明を受けた。

「介護保険法指定基準における禁止の対象
となる具体的な行為」を運営者及び全職員
は正しく理解しており、身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる。基本的には利用者の
安全を確保しながら敷地内を自由に行動し
ていただいている。日中は玄関の施錠はし
ていない。身体の危険が予想される場合は
安全策を優先し、施錠させていただいてい
る。

身体拘束適正化委員会は、以前は月に1度の幹
部会議で行っていたが、現在は3か月に1度の
ペースで開催している。委員会の議事録ファイル
は、事務所に置いて、職員がいつでも閲覧できる
ようになっている。研修は年に2回開催しており、職
員全員が参加して、身体拘束に関する基本的な
事を学んだり、事例をピックアップするなどして理
解を深めている。市から虐待防止に関する対応強
化について集団指導があったので、法人として新
たな指針を検討中である。

3 特定非営利活動法人アスク



グループホームこころ黒羽

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

施設内外の研修は全体に対するものと個別
に対するものと分けて実施している。全体に
対するものとしては月に一度の勉強会があ
る。介護技術アップやメンタルケア、知識
アップなどのスキルアップを図る内容で実施
している。個別に対するものとしては、随時
適任者を選び、外部研修に参加させてい
る。また、コロナウイルスやインフルエンザな
どの緊急性のある感染症対策の研修は、随
時行っている。

全体会議における決定事項は施設運営に
よく反映させている。これは、職員主体の会
議であるとの観点から決定事項に責任を持
たせているので、アイデアの具体化、施設
設備の改善などを経営者側と共に努力する
資質ができている。毎日行われる申し送り
に出る意見や提案も運営に生かされるよう
に大切に扱っている。

月に一度の全体会議、随時行っている利用者のカ
ンファレンス、不定期開催の担当者会議などで、
職員は活発に意見を出している。意見が言いやす
いような雰囲気を作り上げて来た管理者が受け皿
になり、会議以外の立ち話でも、何度でも話を聞く
ようにしている。職員の意見により、利用者の席の
配置や、声のかけ方、排泄のタイミングなど臨機応
変に対応できるようになっている。

代表者は職場環境・条件の改善整備に努
力し、各事業所に法人役員が常駐すること
で管理者やっ職員個々の努力や実績の状
況、正確な勤務状況の把握ができるように
している。給与水準に関しては、処遇改善加
算１を取り入れ、職員のモチベーションアッ
プを図っている。労働時間や労働日数、また
はシフトの組み方なども各職員の体力や年
齢を考慮し、相談した上で個別に調整して
いる。

利用者や家族が意見や要望が述べられる
ような環境作りを心掛けている。意見・不満・
苦情は情報として全職員及び管理者は慎重
に取り扱い、それらを施設運営に反映させ
ている。

利用者の意見はケアの中で聞き取るようにし、家
族からの意見は、日頃から家族にとって相談しや
すい存在であるケアマネージャーが、月に1度の電
話連絡の際に直接聞き取るようにしている。次のお
正月は自宅で過ごさせたいという家族の要望に対
して、指針に沿った帰宅方法で、家族で過ごせる
貴重な機会を実現できるよう配慮したり、家に帰り
たいという利用者の希望に対して、家族と相談の
上、1泊だけ泊まって来たことで利用者の気持ちが
落ち着いたケースもある。

4 特定非営利活動法人アスク



グループホームこころ黒羽

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

サービスの導入の段階で、過去のサービス
利用状況の有無や現在の生活状況、介護
状況などを総合的にアセスメントして、本人
と家族がいま必要としている支援がどのよう
なものかを見極めるようにしている。また、
初期の段階では必要とされる支援の内容を
見極めるため、特別に傾聴している。

職員が利用者の介護を通し、喜怒哀楽を共
にし、その中から学び、互いに喜びと感謝の
念が育つことを目標にし、暮らしを共にする
もの同士の関係を築くようにしている。これ
は、当施設の経営理念にある重要事項であ
る。

ｻｰﾋﾞｽを導入する初期において、信頼関係
の構築は大変重要であると捉えている。不
安に思っていることや本音の部分を十分時
間をかけて傾聴するように心掛けている。会
話により利用者をよく知ることから始め、生
活環境、希望するサービスの内容、過去の
サービス利用状況などを総合的に的確に確
認するようにしている。

先ずはご家族の思いと希望、そして本音を
言っていただけるよう十分時間をかけて傾
聴するようにしている。ご家族と利用者との
関係は表裏一体であるから、サービスの内
容と合わせて経済的な不安感も軽減できる
よう具体的にパンフレットや試算表で示し、
解りやすく話をするように心掛けており、で
きるだけ早いうちに信頼関係ができるよう努
力をしている。

同業者から学ぶものも多いはずであるの
で、管理者や職員が同業者と交流の機会を
積極的に作る努力をしている。地域密着型
サービス部会の活動はその一環であり、同
業者の意見交換のよい機会である。
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実践状況
自
己
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19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

利用者に関する情報の共有に努め、利用者
の状況、状態の変化には随時カンファレン
スを行っている。また、本人からの把握が困
難な際は家族からできる限りの情報を得な
がら、慎重に本人本位のケアマネジメントを
行っている。

事業所独自の「笑顔で笑顔を創ります」の理念の
実践により、職員が笑顔で接することでコミュニ
ケーションがうまくとれており、寝たきりの利用者で
も笑顔が見られるという。利用者と接する中で普段
と違う様子を職員が見抜くことで、利用者の「困っ
た」や「動きたい」などの思いを把握するようにして
いる。職員間では、カンファレンス以外にも、普段
の会話の中で、利用者の思いを共有するようにし
ている。

先ずは利用者一人ひとりの性格、趣味等、
昔の生活環境をできるだけ詳しく具体的に
把握するよう努力している。できるだけ多く
の情報を得て、利用者同士が様々な人間関
係を尊重しつつ、それを大事に良好な関わ
り合いを保ち続けられるよう支援している。

家族や本人の希望により契約終了後であっ
ても必要に応じて関わっていくようにしてい
る。また、他の施設等に移動される場合は
よりよい介護サービスが受けられるバック
アップを心かけている。

職員は常に家族の立場を尊重しながらも、
絆が薄れないよう本人との接点を持てる場
の構築に努めている。また、家族の心のあ
りようや変化などを読み取れるように努力す
ることにより、相互間信頼が生まれ、本人や
家族にとって安心して生活できる環境の構
築につながっていくと考えている。

ご本人がこれまで大切にしてきた馴染みの
人や場所との関係が継続していけるよう支
援に努めている。可能な限り、行きつけの店
や理容室を利用できるよう支援している。面
会者には家族や兄弟はもちろんのこと、馴
染みの生活環境を知る人、古い友人、ご近
所の方などがおり、来訪者には一度ならず
何度も訪ねてきていただけるようにお願いを
している。

遊歩道のある川が近くにある他、事業所の周りをぐ
るっと周遊できる道路があることから、近隣住民が
散歩のついでに立ち寄ったり声をかけてくれたりし
ている。スーパーが近くて買い物にも徒歩で行け
る距離なので、買い物がてら利用者がなじみの関
係を継続できるよう支援している。事業所での利用
者の様子を写真に撮って請求書と一緒に家族に
送ったり、コロナ禍における制限措置が緩やかに
なった時期には、ウッドデッキに椅子を置いて、近
隣の友人と短時間でも会えるようにした。
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24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

ADLや排泄のみならず日々の変化に気を配
るようにしている。変化などは会議記録に記
入し、情報伝達が途切れないようにしてい
る。通常の介護記録のほかに個別に必要な
チェック表を作成することもあり、経緯や結
果は介護計画の見直しに活用している。

柔軟性に富んだ支援は当施設の得意とする
部分でもあるので、今後も多機能性を利用
し、様々なニーズに応えられるよう支援を開
発努力していく所存である。

ひとり一人の一日の過ごし方、心身状態、
ADL、趣味趣向や得意とするものなど、有す
る力等の現状の把握を客観的かつ総合的
に把握するよう努力している。

本人、家族、必要な関係者と話し合い、それ
ぞれの意見やアイデアを会議計画に反映さ
せるよう努力している。日常生活における状
況や状態の変化など情報収集に努め、体調
管理の面では看護師と常に話し合い、多面
的に関りを持つことで得た課題を会議計画
に反映している。

前回の外部評価調査後に立てた目標達成計画に
基づいて、職員間での情報共有の課題解決に向
けて２年をかけて取り組み、利用者の情報を様々
なタイミングで吸い上げて職員間で共有し、介護
計画に落とし込むように改善した。日勤と夜勤の職
員間で情報共有するための申し送りノートに一つ
のテーマに沿って日常的に書き込み、モニタリング
やカンファレンスでの話し合い、グループ会議での
認識共有を経て、評価を協議して必要となれば計
画を変更している。利用者の好みの体位や皮膚の
状況を判断して体位交換を計画に組み込んだこと
で、皮膚の状態が改善した事例がある。

ひとり一人の生活の歴史や馴染みの暮らし
方、生活環境を知る上で日常会話は有効な
手段である。話題の幅を広げながら、傾聴
に努め、本人、家族と情報交換を絶やさず
行う事によりこれまでのサービスの経過など
の把握と同時にアセスメントの充実を図って
いる。
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29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援している

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めている。あるいは、
そうした場合に備えて病院関係者との関係づくり
を行っている。

介護者は利用者との日常の関わりの中で得
た情報等を適切に看護師に伝え、相談して
いる。看護師はご家族との情報交換を行い
ながら、病状や家庭における介護力等を相
談のうえ、適切な対応を決定するようにして
いる。

利用者の入退院の際、または入院中変化
があった際なども病院関係者や家族と常に
情報交換や相談に努め、利用者が安心して
治療できるよう、また、早期退院できるよう
病院関係者との関係づくりを行なっている。

民生委員や各種ボランティアグループ、警
察署、消防署、文化・教育機関、商店会、地
域住民の方々などの存在を地域資源として
捉え、地域密着型介護施設の本領である柔
軟かつ多機能性を最大限に発揮し、利用者
が安全で豊かな生活を楽しむことができる
ようにその資源をおおいに活用させていた
だいている。

受診は本人や家族の希望するかかりつけ
医を基本としている。定期受診等は家族ま
たは親族に対応をお願いしているが、家族
が対応困難な場合は施設側で対応してい
る。場合によっては、本人、家族、施設と三
者でかかりつけ医を受診し、情報共有を図り
ながらかかりつけ医との関係構築に努めて
いる。緊急時や往診が必要な場合でかかり
つけ医が対応できない場合には、協力医の
存在を前もってご家族に伝えている。

利用者の多くが、事業所のすぐ近くにある協力医
をかかりつけ医としているが、別の医院の訪問診
療を受けている利用者もいる。かかりつけ医を受診
する際は、基本的に家族の付き添いをお願いして
いるが、コロナ禍の現在は、事業所のケアマネー
ジャーや看護師等が利用者の状態を事前にかか
りつけ医に伝えて薬だけを処方してもらったり、職
員が医院の混雑状況を事前に確認しながら付き添
うことが多い。利用者の状態が良くない時や入院
が想定される時は、本人、家族、職員で受診して
いる。受診内容は申し送りノートに記入するととも
に、口頭でも直接他の職員に伝え、情報の共有を
図っている。かかりつけ医の受診支援等の窓口は
主にケアマネージャーが担っており、かかりつけ
医、家族とコミュニケーションを密にとりながら利用
者の日々の健康に気を配っている。
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33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている 東日本大震災を機に緊急時の地域の避難

場所として大田原市と締結している。常々、
警察はもとより近所の方々への被災時にお
ける協力依頼をしており、安全対策について
利用者の家族とともに学ぶ機会を設けてい
る。消防署の協力と指導のもとに毎年2回消
防訓練を実施しており、地区の消防団や近
所の方々の協力も得られるようになった。

年２回昼夜想定して避難訓練を行い、全職員が何
らかの形で参加できるようにしている。いざという時
には自動火災通報装置に登録されている近隣住
民が駆けつけてくれる協力体制ができている。避
難訓練では避難に時間がかかり過ぎるという課題
がわかり、反省点を基にシーツや毛布を使った避
難方法を職員をモデルにして実際にやってみて、
大丈夫かどうかの確認をした。最近頻発している
地震時には、窓やドアを開けて避難経路を確保す
ることなど、その都度職員全員で避難方法を共有
するように努めている。災害時に備えて、飲料水、
インスタント食品、ランタン、毛布等備蓄している。

防災訓練を開催する際には、自動火災通
報装置で自動で連絡が行く近隣住民や協
力を得られる人たちにはひと声かけ、災害
時にどのような支援が必要か具体的な内
容を情報共有し、定期的に支援してもらう
内容等を確認することを期待する。

重度化した利用者あるいは終末期の在り方
についてはできるだけ早い段階で本人や家
族等と話し合っている。また、医療が必要な
場合は事業所でできることとできないことを
十分に理解していただけるまで説明をし、本
人と家族、かかりつけ医、事業所、場合に
よっては地域の関係者とのチーム支援を念
頭に最良の方法が選択できるよう努めてい
る。

事業所として重度化や終末期に向けた指針は
作っていないが、利用者それぞれのケースに応じ
て自然な形で終末期や看取りの支援を行いたいと
考えている。重度化した場合は、医師と利用者、家
族を交えて利用者にとって何が最善か十分に話し
合いを重ねて、方針の統一を図るように努めてい
る。また、利用者の状態を見ながら、入浴支援や
医療行為など、事業所としてできること・できないこ
とを説明し、受け入れ可能な他の施設の情報な
ど、利用者や家族にできる限りの情報提供をして
いる。家族から協力が得られたケースで、過去に
看取り支援を行ったことがある。

急変や事故発生時の応急手当や初期対応
についての訓練を担当看護師が講師とな
り、定期不定期にかかわらず継続して行っ
ているので、実践力も徐々についてきてい
る。また、事故発生時における協力医や担
当医との連携はうまく図れており、管轄の消
防署や自衛消防団の協力も得られている。

9 特定非営利活動法人アスク



グループホームこころ黒羽

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

ご利用者の身だしなみやおしゃれに関して
は本人の希望を優先して自己決定できるよ
うに支援している。着衣の選択は本人、家
族、場合によっては職員が一緒に行う事も
ある。また、理容や美容に関しては、かかり
つけの店利用を基本にしているが、不可能
な場合は月一度程度の出張サービスを利
用していただいている。

ひとり一人の思いや希望についてその人な
りの力に合わせた表現が気軽にできるよう
に支援したり、自分自身が決定し、納得しな
がら生活できるように出来るだけの支援をし
ている。また、職員は利用者が本当に言い
たいことや希望が何なのかを理解できるよう
傾聴を心かけている。

ひとり一人がその日をどのように過ごしたい
のか理解し、それぞれのペースや希望に
添った過ごし方をしていただけるように心掛
けている。ただし、本人のためになるかどう
かの適切な判断は必要であり、場合によっ
ては複数の職員で検討が必要なケースもあ
り、状況に応じた支援をしている。

ひとり一人に対して思いやりと人格を尊重す
る言葉掛けや対応を心かけている。個々の
プライドやプライバシーを尊重することは経
営理念にも繋がる大切なことと捉えており、
全職員が理解するよう勉強会も実施してい
る。

職員は利用者を年長者として敬い、馴れ合いに
なって本人の尊厳を無視した対応にならないよう
配慮している。管理者は職員にホールでは職員間
で利用者の話をしないことや強い口調にならない
ように声のトーンを下げること等指導し、日常の支
援の中で職員の気になる対応にはどんな小さなこ
とでもすぐ個別に注意している。職員は、失禁時に
は本人を傷つけないようにさりげなく支援したり、入
浴の前後にはバスタオルをかけるなどして、恥ず
かしい思いをさせないようにして利用者一人ひとり
の気持ちを大切にしている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている 利用者ひとり一人の排泄のパターンや習慣

を理解し、自立に向けた支援をしている。可
能な範囲でオムツ使用量を減らすよう努力
し、トイレ排泄や自主的排泄を基本としてお
り、必要に応じて声掛け誘導しながら、気持
ちよく排泄できるように支援している。また、
排泄時の失敗が不穏を誘発する場合もある
ので、できるだけ失敗しないように気配りを
心掛けている。

トイレサインである表情の変化や落ち着かない様
子を見逃さないようにしてトイレに誘導し、可能な
限りトイレでの排泄支援に努めている。排泄介助で
利用者に長めに座ってもらうことで排泄がうまく
いったり、適切なタイミングでのトイレ誘導でパッド
使用から布パンツになった利用者もいる。夜間の
排泄支援では、歩行が困難な利用者にはセン
サーを使い職員が駆け付けるようにしている。ま
た、寝ている利用者を排泄のために起こすこと、起
こさないこと両面でのメリットとデメリットを洗い出
し、職員同士の話し合いの結果、夜間パッド交換
することにして、利用者がぐっすり眠れるようにし
た。職員は一人ひとりの排泄が困難な要因を
チェックし個別排泄支援に取り組んでいる。

一日を通しての食べる量や水分量の確保の
チェックはできる限り行っている。施設で提
供する食事については栄養バランスや個々
の体調に合わせたものになるよう考慮して
いる。

口腔内の残渣物を残さず清潔を保てるよう
に、毎食後、必ず口腔ケアの支援をしてい
る。ひとり一人の口腔状態や認知症状によ
り対応が困難な場合もあるが、清潔にする
ことは本人も満足しているので声掛け誘導
し、定期的に口腔ケアが出来ている。

昼食のみ食数が多いので、専従調理員が
対応するが、朝夕は利用者と職員が一緒に
準備・片付けを行っている。

朝食と昼食は事業所で職員が調理し、夕食は業
者から届く食材を使った食事を提供している。利用
者の食べられない物は個別に対応し、好きな食べ
物のリクエストは行事食やテイクアウトで希望に応
えている。利用者の咀嚼力に合わせて形態を変え
たり、終末期の利用者には食事の量や回数を減ら
したりして、その人の状態に合わせて柔軟に対応
している。また、週に一度、障害者福祉施設の若
い利用者たちが販売に来るあんこを使って、利用
者と一緒に団子やおはぎを作ることもある。職員は
できる限り、利用者の食べたい気持ちに応え、食
べることを楽しめるように配慮している。
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己
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部
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自己評価

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

処方された薬の説明書等は服薬一覧表に
綴り込み事務所で管理しており、職員全員
が把握できるようにしている。また、一人一
人が使用している薬の目的や副作用、用法
や用量について理解しており、服薬を間違
いなく行ったかどうかの結果をチェック表に
記入し、服薬チェックはその都度行い、宿泊
者の夜間については夜勤者が行っている。
なお、職員による服薬援助の方法の指導は
看護師が行っている。

ひとり一人の生活歴を尊重し、できることに
よる楽しみや張り合いを得られるように工夫
している。裁縫が得意な方に雑巾縫いや繕
い物など、菜園作りが得意な方には、植え
付け、草取り、収穫などをお願いするなど、
役割分担を取り入れながら取り組みをして
いる。

個々の体調や生活習慣、希望に合わせて
楽しんで入浴できるよう支援している。場合
によって入浴できない場合は足浴やシャ
ワー浴などを施行したり、出来るだけ柔軟な
対応を心掛けている。

週2回午前中に体の状態を観察してからの入浴を
基本としているが、週4回入浴したり午後に入浴す
る利用者もいる。湯の温度を利用者好みに合わせ
るなどして、可能な限り個々にそった支援をしてい
る。寒くなる時期には体に負担がないように浴室の
室温に注意を払っている。職員は利用者がくつろ
いだ気分で安心して入浴できるように配慮してい
る。利用者が重度化した場合、浴槽が家庭サイズ
なので、無理しないようシャワー浴や清拭で対応し
ている。

ひとり一人の生活習慣や状況に応じて、で
きるだけ希望に添った対応を心掛けている。
夜勤者は宿泊者の安眠度のチェックを欠か
さないようにしている。睡眠不足が懸念され
る場合は昼寝をしていただくようにしてい
る。また、清潔な寝具類の提供は安眠の大
事な要素であるので極力気を配るようにして
いる。

食物繊維食材のバランスの良い摂取と十分
な水分の補給などを行い、併せて適切な無
理のない体操や自力歩行を継続する働きか
けを行い、便秘体質が改善されるような対
策をしている。
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49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

知人や家族への電話の希望がある場合は
施設のものを使用していただいている。暑
中見舞いや年賀状作成の支援、投函の支
援を行う事もあり、面会者や家族には手紙
やはがきなどを書いていただけるよう依頼
することもある。

玄関や廊下など共用空間は明かりのとり
方、心地よい温度や湿度の管理に工夫し、
体感や視覚的に負担のかからないように配
慮している。厨房での食事作りの際の香り
や音は食欲をそそり、居心地をよくするツー
ルのひとつと考えている。廊下や玄関には
地元作家の版画や季節を感じられる花々を
飾ったり、穏やかなやさしい空間作りに努め
ている。

併設の小規模多機能型居宅介護事業所と共用し
ている開放感ある明るくて広いホールがあり、通常
は両事業所利用者の食事の場になっている。現在
はコロナの感染状況を見ながらパーティションを開
け閉めしているが、開放時には両施設の利用者の
交流の場にもなっている。そこでは、両職員が協
力しながら利用者を見守っている。玄関やホール
の飾りつけは季節を感じられるように工夫してお
り、庭にはたくさんの花が植えられていて家庭的な
雰囲気が醸し出されている。ホールの換気には特
に注意を払い、チェック表をつけて管理している。

日用品や衣類の買い物のための外出希望
があるときには極力支援している。毎月の
行事や季節によりドライブなども行ってい
る。体調や天候により外出できない場合は
施設敷地内の庭先に出て花を眺めたり、近
所の公園を散歩するなど支援をしている。

少人数で、人との接触を避けながら花見や紅葉狩
りに出かけている。個別の外出支援では図書館に
出かけてＣＤを借りて部屋で音楽を楽しんでいる
利用者がいたり、家族と一緒にお墓参りに行く利
用者もいる。日常は、事業所周辺の川沿いを散策
したり、商店街を散歩しながら買い物を楽しむこと
もある。コロナの感染状況を見ながら、その時々で
管理者が外出できる場所等を検討し、少しでも利
用者の希望に添えるように、また、ストレス発散や
気分転換を図れるように努めている。外出が困難
な利用者には、ウッドデッキで日向ぼっこや庭を眺
めたりと外の風に当たってもらっている。

お小遣いとして適当な額をお預かりし、事務
所の金庫で保管管理している。利用者が買
い物を希望するときは職員が付き添い、品
選び、支払い、受け取りを極力本人にしてい
ただき、金銭感覚を保持できるよう支援して
いる。預かり金は金銭出納帳、領収書と共
に買い物など出金に関わった職員を含む複
数の職員が確認、署名を行い管理してい
る。なお、家族が来所の折に帳簿や残金の
確認をお願いしている。
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53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

建物内部は出来るだけ分かりやすいイラス
トや文字を使い、自室やトイレ、風呂などに
自分で行けるよう配慮し、自立した生活を支
援している。また、入居者の趣味趣向をリ
サーチして、「やる気」「いきがい」を引き出
せるような個性を大事にする支援を心掛け
ている。

社交場でもあるホールは読書やゲームがで
きるスペースになったり、食事やおやつを楽
しむ場所となったり、畳の間はボランティアさ
んたちの舞台にも変化する。TPOに合わせ
ホールのテーブル配置をアレンジし、プライ
ベートの場所を確保することもある。窓際の
ソファーは昼寝の格好の場所である。あらゆ
る場所がひとり一人が思い思いの居心地の
よい場所として活用できるよう努めている。

自室の備品は、本人が使い慣れ親しんでき
た家具や調度品を活かして、居心地よく生
活できるよう本人や家族と相談しながらレイ
アウトを行っている。転倒など危険防止を優
先する場合は、本人または家族に了承の
上、使用する家具や寝具の種類を考慮して
準備していただくこともある。また、限られた
スペース内でのレイアウトであるので動線確
保には気を配っている。

各居室の入り口には利用者の表札を掲示し、手指
消毒用のアルコールが置かれている。居室にはエ
アコンや換気扇、カーテンが取り付けられており、
ベッドや家具、必要と思われる物が持ち込まれ、家
族の写真や利用者の作品などが飾られている。重
度化した利用者には介護用ベッドを事業者が無償
で貸し出している。衣替えや部屋の掃除は主に職
員が行い、寝具類の清潔さにも配慮している。現
在夫婦で入居している利用者はいないが、夫婦部
屋対応可能な居室もある。
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